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磯小にて

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
康
一
の
J

ム
収
、
或
は
区
画
整
理
に
伴
な
一
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
人
聞
の
生
活
様

近
益
々
怒
干
に
な
っ
て
き
た
結
婚
式
や

7
2換
地
処
分
、
或
は
又
、
夜
間
警
芯
医
一
式
を
中
心
-Y
じ
て
進
ん
で
き
た
文
化
、

成
人
式
等
の
在
り
方
に
就
い
て
も
町
民
一
療
の
問
題
等
、
種
選
え
る
こ
と
は
一
そ
れ
は
過
去
よ
り
も
現
在
、
現
在
よ

の
方
々
か
皇
見
や
要
望
が
来
て
お
り
一
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
人
聞
が
一
人
二
り
未
来
へ
と
続
い
て
行
く
も
の
で
あ

ま
す
か
、
よ
く
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
一
人
自
分
の
生
き
る
こ
と
に
対
し
玉
一
犀
一
り
、
し
か
も
入
居
仔
の
持
つ
英
知
と

お
り
ま
す
。
妄
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
様
に
一
製
男
が
そ
れ
雲
間
め
亡
行
き
発
展
さ

な
お
五
十
隻
度
の
町
の
建
設
事
業
は
一
私
達
は
自
分
の
仕
事
仁
対
し
責
任
』
主
持
一
せ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
た
y
そ
の
固

順
調
に
進
み
ま
し
た
こ
と
は
幸
い
だ
と
一
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
社
会
一
い
ず
」
付
く
手
法
だ
け
は
充
分
注
意
し

思
い
ま
す
。
昨
年
の
十
一
月
、
年
度
最
後
一
に
生
き
る
人
々
の
た
め
に
愛
情
炉
停
つ
一
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
私
達

の
事
業
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
起
工
一
と
い
う
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
あ
ク
つ
一
会
取
り
巻
く
去
び
し
い
悪
品
の
中
で
、

五
十
年
震
の
経
験
日
立
日
明
日
目
前
監
日
味
九
日
記
肘
龍
一
副
関
口

H
U話

「
人
生
と
は
経
験
で
あ
る
」
と
云
わ
れ
一
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。
も
つ
一
つ
は
、
一
健
所
大
洗
分
筆
の
機
能
が
低
下
し
て
お
一
の
構
図
を
函
い
て
行
か
な
げ
れ
ば
な
り
一
り
ま
す
。

川
町

UHぃ
ト
門
知
唯
一
れ
昨
日
拝
丁
れ
れ
持
団
一
日
即
日
惜
別
十
日
一
計

M
A一
一
ェ
、
強
く
、
正
し
く
、
明
る
く

と
も
云
わ
事
L

い
ま
す
。
私
達
は
昨
二
反
響
が
あ
り
ま
し
て
、
震
勿
論
で
す
一
蛍
の
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
運
営
し
王
子
供
量
逮
に
と
っ
て
生
甲
斐
で
あ
一
又
シ
ン
ナ
ー
ぎ
や
暴
走
等
の
非
行
も

李
色
々
な
経
験
を
い
た
し
手
レ
た
。
一
が
、
他
町
村
よ
り
も
頻
り
に
照
会
が
あ

7
2い
う
も
の
で
す
。
地
域
と
保
健
所
一

D
、
家
庭
の
中
で
は
又
平
様
で
あ
る
と
一
中
々
穆
え
ま
せ
ん
が
、
乙
フ
い
う
も
の

そ
の
ヨ
は
町
ポ
初
め
て
行
な
っ
た
一
り
総
務
課
で
度
々
経
遁
笠
言
明
し
て
一
の
震
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
喜
一
一
戸
京
て
お
り
或
み
江
戸
時
代
の
す
一
高
来
る
互
最
し
、
如
同
な
る
障

芸
術
文
化
祭
で
す
。
展
一
芸
と
発
表
会
一
お
り
ま
す
。
初
め
の
中
は
少
々
物
足
り
一
在
り
方
等
も
以
前
か
ら
自
で
論
議
さ
れ
一
ぐ
れ
幸
人
、
橘
聖
が
次
の
様
な
歌
一
害
に
士
屈
し
な
い
強
い
力
と
正
し
い
判

の
静
的
な
面
毒
的
な
顕
で
し
た
が
、
一
な
い
と
い
う
よ
う
な
意
見
主
り
ま
し
一
て
お
り
、
出
来
る
だ
け
市
町
一
蓄
が
望
一
を
詠
ん
で
お
り
ま
す
。
一
断
力
毒
っ
て
、
申
を
育
つ
平
供
の

前
喜
美
術
、
童
童
、
写
真
、
俳
句
一
た
が
、
実
施
し
た
あ
と
は
太
議
ば
れ
一
手
レ
い
と
い
弓
結
論
が
出
て
お
っ
た
も
一
た
の
レ
定
一
成
長
高
い
た
い
も
の
で
す
。
幸
い
大

短
歌
、
司
荘
、
茶
道
警
出
品
自
主
い
る
様
子
で
す
。
何
事
で
も
未
知
の
一
の
で
す
。
私
達
に
と
っ
て
震
管
理
は
一
雪
む
つ
ま
い
ぞ
う
ち
つ
ど
い
一
洗
高
校
も
出
来
た
し
、
宮
中
で
一
員

数
が
五
O
一
点
、
後
者
盛
田
楽
、
日
以
世
界
を
切
り
箔
く
こ
と
は
容
易
選
あ
一
何
物
に
も
換
え
難
い
価
値
で
あ
り
、
一
頭
な
ら
べ
て
物
差
う
時
一
し
姦
育
が
出
来
る
こ
と
は
大
き
な
悦

舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
等
で
出
場
者
は
一
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
一
つ
経
験
炉
章
一
ね
一
今
後
健
康
増
進
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
食
卓
を
囲
ん
立
家
族
が
む
つ
卓
令
ケ
¥
食
一
び
で
す
。
今
年
は
南
中
学
校
の
防
音
改

五
五
君
、
来
聴
者
は
八
京
語
、
町
一
存
き
そ
れ
が
出
来
る
だ
庄
浩
の
上
雇
用
を
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
草
す
る
平
和
な
微
笑
ま
し
い
情
景
は
主
修
工
事
、
一
曇
小
学
校
の
鷺
工
事
、

民
約
二
千
ノ
品
事
加
し
た
わ
け
で
す
。
一
で
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
努
力
し
工
マ
一
ま
す
。
一
も
今
孝
一
り
が
な
い
と
一
思
い
ま
す
。
そ
一
又
一
中
の
グ
ラ
ン
ド
は
議
官
護
地
工

心
部
野
持

2
1
一

一

、

撃

の

誌

と

未

来

の

富

一

刊

訂

勿

の

刊

誌

何

時

間

吾

川

町

民

民

ド

一
人
一
人
慌
た
け
A

し
い
日
常
生
活
の
中
一
人
間
生
き
て
い
る
醸
り
一
人
一
人
誰
一
時
代
よ
り
も
不
況
足
首
I
V
ん
で
い
る
今
一
幼
稚
園
、
鐙
育
所
安
」
れ
ぞ
勾
ナ
供
の
一
い
て
参
り
ま
す
か
、
先
日
は
水
戸
市
出

で
一
習
得
し
た
お
を
、
一
年
に
一
回
発
表
一
で
も
向
か
の
苦
し
み
毒
っ
て
い
る
と
一
日
の
方
が
国
民
の
貯
素
伸
び
て
い
る
し
(
げ
や
警
に
慶
叩
に
な
っ
て
お
り
、
一
身
の
評
論
家
で
あ
る
渡
辺
さ
ん
が
次
の

若
し
く
は
参
加
す
る
こ
と
も
人
間
性
を
一
思
い
ま
す
。
或
い
は
健
康
の
点
で
、
或
一
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
余
剰
一
各
校
と
も
ク
一
フ
プ
活
動
私
活
発
で
よ
い
一
様
な
記
事
場
新
聞
に
書
い
て
あ
る
の
を

曲
一
一
早
か
に
す
る
意
味
深
い
こ
と
で
は
な
い
一
い
は
仕
事

2色
、
或
い
は
ま
宍
家
一
所
得
と
い
う
よ
り
も
前
途
に
対
す
る
人
一
結
果
殺
あ
げ
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
二
一
萌
ん
で
強
い
印
象
案
す
ま
し
た
。
そ

で
し
ょ
う
か
、
来
年
は
更
に
盛
大
に
し
一
庭
の
上
で
そ
れ
は
人
間
の
避
け
る
こ
と
一
間
社
会
の
持
つ
不
安
を
示
し
た
も
の
で
一
般
仁
父
親
が
仕
事
が
持
っ
て
U
Gた
め
、
れ
は
盟
問
の
先
覚
者
で
あ
る
有
名
な
内

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
達
の
受
け
一
の
出
来
な
い
宿
命
と
い

pbの
で
し
ょ
亨
ク
フ
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
達
一
や
主
v

す
る
と
母
親
ま
か
せ
じ
な
り
、
一
村
鑑
三
が
そ
の
著
書
の
中
で
「
神
が
い

つ
い
で
い
る
大
事
主
文
化
的
遺
産
で
あ
一
う
か
、
釈
尊
も
す
で
に
こ
の
こ
と
を
老
一
も
日
夜
地
域
守
つ
く
り
に
取
り
組
み
、
行
一
フ
ァ
ザ
i
・
ア
ブ
セ
ン
ス

(
F壬
R
一
か
に
尊
厳
で
あ
る
か
を
知
り
た
け
れ

る
警
箆
芸
の
会
員
か
最
近
三
五
六
一
病
翠
古
と
い

2
言
葉
で
表
現
し
て
お
り
一
政
と
い
う
一
現
実
の
課
題
に
直
面
し
て
お
一
号
∞

2
2
)、
つ
ま
り
父
親
杢
仕
に
な
一
ば
、
大
洗
海
岸
で
夜
明
け
の
海
覧
る

。
刊
に
も
な
っ
て
来
た
こ
と
は
、
う
れ
し
一
ま
す
。
郡
白
経
済
の
醤
肢
が
続
い
た
一
り
ま
す
が
、
或
は
道
路
を
つ
く
る
た
め
一
る
こ
と
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
と
よ
い
、
晶
子
長
し
い
日
の
出
の
器
景

zzZEV-E・
g

・-宣言書
Z-一盟主
-ya---E=;iz==z==-2222ZEAZZ722署
長

=z=Zき
AZ=-Az--一Z=Egg--a号喜一剛一
iza--z=EEEEz--亨一偏差一
gaz--iz書
官
一
に
接
し
、
感
動
し
な
い
者
は
な
い
で
あ

昭
和
五
十
一
年
の
初
春
を
町
民
の
皆
一
尊
重
し
、
公
正
に
、
し
か
五
円
満
の
う
一
し
手
レ
て
も
、
こ
の
イ
ン
フ
レ
と
不
況
一
荏
轟
会
も
、
地
方
自
治
白
原
点
に
立
一
設
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
妻
木
、
解
一
る
つ
」
と
云
っ
て
お
る
こ
と
主
3
0

「臼

さ
ま
と
と
も
に
む
が
え
心
か
ら
お
慶
び
一
ち
に
運
営
さ
れ
る
よ
っ
、
誠
心
霊
努
一
の
問
題
で
あ
る

2
思
い
手
。
し
た
五
返
り
、
町
民
福
祉
の
白
標
仁
努
力
い

Fuな
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
一
本
で
一
蚤
美
し
い
臼
の
出
世
会
議

を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
一
が
っ
て
、
財
政
状
態
は
、
国
も
地
方
も
一
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
埜
議
会
議
員
一
で
あ
る
」
と
い
う
そ
の
言
葉
ほ
戸
私
達

私
ど
も
、
昨
年
十
月
の
町
議
会
の
選
一
す
。
町
民
白
留
さ
主
刀
に
お
か
れ
ま
し
一
窮
地
に
立
っ
て
お
る
の
が
屍
状
で
あ
り
一
い
ず
れ
に
し
て
も
、
麹
付
塑
万
自
治
一
は
、
こ
の
こ
と
の
解
決
と
前
進
の
た
め
一
に
と
っ

τつ
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

挙
に
当
り
ま
し
て
は
、
宮
長
秀
の
深
一
て
も
、
何
卒
む
協
力
孝
賜
わ
り
孟
3
よ
一
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
町
の
経
済
問
題
一
制
昨
議
行
後
ほ
ぼ
三
十
年
之
経
過
し
、
一
に
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
ず
一
ん
。
息
え
ば
自
然
と
共
存
す
る
私
達
は

い
と
理
解
と
む
毒
と
に
よ
り
、
量
一
う
お
願
い
申
主
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
ヂ
論
ず
る
と
き
、
そ
れ
は
、
国
の
経
済
一
住
民
童
書
霞
し
て
ま
い
り
ま
し
た
一
決
意
を
あ
ら
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
一
絶
-
手
神
に
祈
り
、
御
仏
の
加
護
を

の
一
栄
誉
墨
得
、
心
か
ら
お
礼
し
を
申
y
k土
三

議

妻

子

一

す

。

人

間

、

一

人

一

人

は

健

康

で

あ

る

願

い

な

が

左

喜

て

一

行

く

謙

虚

さ

を

失

げ

を

一

齢

麟

協

静

観

平

乃

ご

撲

拶

一

長

一

番

大

切

で

あ

り

手

。

そ

し

一

3
2いと
思
い
手
。
終
り

亦
、
私
乙
と
、
去
る
士
月
六
日
の
一
畿
輔
灘
麟
関
織
機
構
輔
購
轍
鱒
欝
草
場
勾

F
3
/
ι
甲

車

品

目

4
j
d
l・
一
て
住
む
町
が
快
適
で
平
和
で
あ
る
こ
と
一
に
先
月
六
洗
の
禅
問
団
が
同
需
盟
小
ン

初

一

占

禁

固

に

お

書

ま

し

て

、

再

度

、

本

町

一

編

輯

}

ぷ

嚇

畿

勢

鱗

選

議

謹

一

を

切

望

い

た

し

ま

す

。

室

3

年
頭
に
あ
一
プ
操
刊
誌
雲
大
会
衷
窮
地
区
大
会
に

一

機

購

一

三

内

幹

ハ

i

議

会

議

長

一

一

議
会
の
議
長
に
選
ば
れ
、
ま
こ
と
に
身
一
繍
鱗
i

、J
¥
L鞠
轟

一

た

り

こ

の

こ

と

墨

田

さ

ま

と

も

に

探

一

お

い

て

、

昨

年

に

引

き

つ

づ

友

達

震

に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
〓
鱒

β
一

機

畿

噛

田

山

勇

之

助

一

求

革

め

て

ま

い

り

た

い

と

存

じ

て

お

一

勝

室

長

げ

た

こ

と

を

報

告

し

て

お

議
会
は
、
町
民
草
の
付
託
毒
て
、
一

2

2

1

1

E

ま
す
。
ど
っ
ぞ
町
民
の
皆
さ
ま
万
の
王
手
。
豪
語
毎
日
五
時
か
ら
、
長

重
要
な
事
柄
を
決
F

定
ず
る
機
関
で
あ
り
一
す
。
昨
年
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
物
一
に
、
国
は
国
際
経
済
の
諸
情
勢
に
左
右
一
今
日
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
英
智
宏
結
集
一
深
い
C
理
解
と
と
指
導
を
お
願
い
申
し
一
く
続
い
た
訓
練
の
結
果
が
実
っ
た
た
め

そ
の
主
主
で
あ
る
警
の
職
責
の
重
一
館
高
騰
に
雲
り
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
一
さ
れ
て
い
る
と
一
五
う
、
経
済
メ
カ
一
一
ズ
し
勇
気
と
和
を
も
っ
て
、
こ
の
杢
況
を
一
古
寺
J
O

一
で
あ
り
、
大
重
量
び
主
人
新

E

大
さ
を
、
ぁ
、
rZん
め
て
痛
感
し
て
い
る
万
襲
震
の
な
か
暮
れ
ま
し
た
一
ム
の
む
ず
か
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
私
一
一
日
童
手
最
し
、
よ
り
よ
会
基
一
最
後
に
な
り
手
し
た
が
皆
さ
主
刀
の
一
く
迎
え
た
昭
和
五
十
一
年
と
い
与
も

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
重
一
今
年

b
菜
、
厳
し
い
斐
謹
済
環
境
君
事
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
、
個
一
の
建
設
、
六
告
の
発
展
区
立
ち
向
わ
一
む
多
幸
の
年
で
あ
り
圭
す
こ
と
定
か
一
基
昂
守
出
来
る
存
平
安
立
の
り
、

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
全
議
員
の
と
一
の
中
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、
監
一
々
の
地
方
自
援
の
実
情
に
応
じ
た
対
一
ね
は
な
ら
ん
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
ら
お
祈
り
申
し
ト
か
ま
し
ず
議
-
雪
い
一
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
が
更
に
幸

男
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
思
を
に
撃
ち
か
」
い
る
問
題
は
、
同
と
申
震
が
生
じ
る
も
の
義
行
部
と
も
と
も
一
今
年
も
ま
た
、
本
堅
努
力
し
、
建
一
た

L
子

。

一

室

皐

で

あ

る

よ

品

り

上

空

手

。

体青館の完成を待つ子供たち

町
民
の
皆
さ
ん

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

見
な
れ
た
海
の
色
も
、
す
が
す
が
し
1

感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
波
の
流
れ
は
ま

こ
と
に
神
秘
的
で
あ
り
、
先
哲
も
「
年

は
流
水
の
ご
と
く
去
っ
て
還
ら
ず
L

と

云
っ
て
お
り
ま
す
が
、
旧
い
年
を
送
り

新
ら
し
い
年
を
迎
え
る
度
に
、
過
ぎ
し

経
験
を
思
い
、
現
実
の
苦
悩
に
端
ぎ
、

未
来
の
世
界
に
怒
い
を
馳
せ
る
の
も
人

間
の
放
で
し
ょ
う
か
。

見
は
ら
か
す

波
の
う
ね
り
の
蒼
く
し
て

た
、
ぇ
静
け
き
春
立
ち
し
海

新
ら
し
い
年
を
迎
え
、
き
ぴ
し
い
寒

気
に
包
ま
れ
て
渚
に
立
つ
時
、
い
つ
も

一、

ノ
¥
清加藤

新年のご挨拶に代えて

町長
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(歳入) 大法時 政状況= 町の財政はと、うなっているカ、

繰 入 一五九

寄 附 ィ五九

交通安全対策

特別交付金

自動率付取得
税交金

地方譲与税

繰 越 ~ 

娯楽施設利用税
チJλマ』 イ寸 J旦fi:

使用料及び

手数料

財産収入

分担金及び
負担金

県支出金

IllJ 債

諸 ~:Z 入

地方交付税

国庫支出金

開了 税

科 自

1，073 

1，072 

426 

2，500 。
5，22511 

3，972 

12，060 

2，695 

12，424 

25，899 

16，747 

10，963 

26，500 

14，426 

31，171 

10，398 

31，636 

7，94211 
38，470 

15，935 

72，189 。
176，100 

12，759 

187，182 

264，893 

335，242 

39，710 

387，957 

313，281 

639，196 
収入済額

現行予算額

(100.1%) 

(17.0%) 

(32.9%) 

(21. 7%) 

1 (1弘 6%)

(41.4%) 

(46.3%) 

(32.9%) 

(20.6%) 

(22.1%) 

(6.8%) 

¥ (79.0%) 

1 (10.2%) 

(49.0%) 

5千万 l億円

普通財産

801， 166. ~~ 32 
(39.5%) 

地方f費現債高 (昭和49年度末現在)

一般会計

516，287千円

大洗町告示第46号
¥ 

地方自治法第243条の3第l項及び大洗町財政状況の

作成及び公表に関する条例により，わたしたちの町の

財政状況(昭和50年4月1日から 9月30日)を次のと

おり公表します。

昭和50年12月5臼

大洗町長 加 藤 清

一般会計 昭和田年麗予算執行状況

予算額 1，975ヲ671千開

収入済額 支出済額

724，372千円 643. 239千円

収 入 率 執 ~:丁- 意即寸ー

(36圃7括) (32.6% ) 

|収入・支出済額

|現計予算額

収入・支出率

(単位:千円)

2億円 3fj意円 4億円 5億円 6f.意円 7億円 41.意円 31.意円 2f.意円

田T有期麓の現況(昭和50.3.31現在)

土木費

263，268千円(51.0%) 

基

有価証券

1，870千円

(8.9%) 

金

19，064千円

(91.1%) 

総務費
62，352千円(12.1%)

衛生費
45，438千円 (8.8%)

その他 (6.5%)
淳生費 22，900千円
消防費 11，000千円

4万円

3万円

2万円

l万円

5千円

日

(蟻 出)
。

43，208 
予 {詰 費

。
災害復旧費
1 。
l 労 1勤 費

(16.3%) 975 
諸支出金

5，976 

(21. 8%) I 7，774 
35，648 
消 防 費

(47.1%) 1 20，136 

42，715 
議 ~ 費

(九3%)I 43，259 
58，238 

商 工 費

(43.6%) 26，583 

61，023 
公 {責 費

(18.5%) 27，315 
農林水産業費

147，803 

(27.0%) 1 67，455 

249，974 

(24.6%) I 67，835 

275，557 

(40.9%) 116，113 

284，088 

(53.2%) 197，659 

371，636 

(17.0%) I 68，135 

399，803 

l億円 5千万 支出済額

現計予算額

非木造

30， 425.m~ 
z ・29

(82.9%) 

い一一』
f主畏の負担状況

教

待?

民

可*心"、、

土

科

仁コ 1世帯当り
仁コ l人当り

「一一

ト一一

zトdコ ES 
I----r一戸-， ~ tv 

育

生

生

務

木

、ト.お崎為 、、;-'lI S唱X) I~、~1:"証 占い品 CJJ ‘ 

~ 、8司 pトトo・~ 望室L旦室襲五1室ji当
固 凹J
男ば白
電 軽

定 £ヌ<i. 自

資 民
フゲ

動

産 ス 車局

手% 手兇 税 手~

費

費

費

費

費

日

ー

トー

念 ドEQ4 

E8 9 トCド・4コ4 

※固定資産税のうち(原研65，032千円・動燃53，645千円)であります。



昭和51年1月1日

第
加
盟
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

いらあおお

高
年
者
大
学

民
謡
の
次
は

『
歌
謡
臨
』

を

ム
出
尚

寸

H
H
J

第74号

去
る
十
一
月
二
十
五
日
老
人
憩
の
家
一

11シ
ャ
の
唄
」
「
蹴
頭
小
唄
」
「
波
浮

に
お
い
て
高
年
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
一
の
港
L

「
酒
は
授
か
:
:
:
」
等
二
十
数

た

。

面

に

つ

い

て

、

そ

の

時

代

の

豆

諸

情

勢

今
回
の
大
学
は
「
歌
謡
曲
の
あ
ゆ
一
と
、
作
詩
、
作
曲
者
の
境
遇
ヂ
興
味
深

み
」
と
霜
し
て
、
講
師
に
、
大
賞
蔵
前
、
一
/
¥
話
じ
て
い
た
ぶ
主
九
皆
さ
ん
は
熱
心
に

小
沼
幸
一
郎
氏
を
お
顕
い
い
た
し
商
会
一
聞
き
入
っ
て
い
ま
レ
た
。
次
に
、
全
員

の
十
時
に
は
大
学
生
の
ほ
y
A辛
口
問
(
九
一
で
こ
れ
ら
の
懐
し
い
想
い
出
の
歌
を
声

十
ろ
が
出
席
し
ま
し
た
一
い
っ
ぱ
い
歌
い
ム
麓
は
終
始
楽
し
い
雰

庶
民
の
歌
と
し
て
愛
唱
さ
れ
る
歌
謡
一
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
十
二
時
半
閉
会
し

曲
が
、
音
の
「
謡
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
ま
し
た
。

潮
来
節
、
毘
謡
、
都
々
逸
等
を
経
て
今
一
皆
さ
ん
は
、
前
回
は
民
謡
が
}
今
回
は

臼
に
い
た
る
ま
で
の
長
い
歴
史
の
宰
澄
一
歌
謡
曲
の
俄
嶺
合
重
ね
ら
れ
、
新
一
芸

を
わ
か
り
や
す
一
く
、
そ
し
て
、
大
正
か
一
に
は
自
信
を
も
っ
て
と
披
露
さ
れ
た
こ

ら
昭
和
に
か
け
て
時
刊
行
し
た
「
カ
チ
ュ
一
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
学
の
謹
一
塁

(3) 

f時計'忌iliFE1

大
洗
町
消
防
団
の
俊
秀
性
は
県
内
で
一

は
既
に
定
評
の
あ
る
と
こ
る
で
す
が
、
一

去
る
ロ
月
5
日
茨
城
県
消
防
学
校
で
開
一

催
さ
れ
た
、
第
羽
田
次
城
県
消
盟
小
ン
一

プ
操
法
競
技
大
会
、
東
茨
城
地
区
大
会
一

に
は
、
本
町
か
ら
本
年
度
の
競
技
出
場
一

当
審
分
団
で
あ
る
第
3
分
団
(
小
野
瀬
一

健
児
分
間
夏
以
下
回
名
)
が
出
場
じ
ま
一

し
た
。
競
技
に
は
、
昨
年
度
(
第
2
分一

団
)
の
優
勝
に
引
き
続
き
、
連
続
優
勝
一

を
ね
ら
っ
て
、
第
3
分
団
え
り
抜
き
一

の
、
須
田
虎
男
審
長
以
下
7
名
の
精
鋭
一
様
で
し
た
。

が
華
ナ
と
し
て
参
加
、
日
頃
の
成
果
を
出
場
選
宇

十
二
分
に
発
揮
し
、

6
町
3
村
の
選
宇
大
洗
町
消
防
団
第
3
分
団

を
お
さ
え
、
抜
群
の
成
績
で
易
事
優
勝
指
揮
者
須
田
虎
男
班
長

し
ま
し
宍
私
達
の
臼
常
生
活
が
欠
災
選
手
関
根
底
治
分
団
員

か
皇
守
る
た
め
、
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
か
榎
沢
芳
明

る
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
様
ι
韮

人

高

柳

勝

寿

活
躍
9
さ

れ

る

こ

ト

ほ

、

町

民

に

と

っ

福

本

経

活

て
も
大
一
安
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
安
心
田
口
宗
秀

感
ト
期
待
感
が
喜
L
大

き

く

高

ま

り

一

ま

飛

田

一

夫

す

。

消

防

団

の

皆

さ

ん

本

当

に

と

苦

労

沢

和

男

" 

し
ら
う
お
煮
干

し
、
乙
れ
を
順
次
南
側
仁
主
張
し
な
が
一
も
の
で
す
。

ら
、
演
稽
(
竪
穴
住
居
枇
な
ど
)
の
検
一
台
墳
時
代
以
降
の
住
居
枇
に
は
、
す

申
請
一
査
を
す
込
め
る
こ
と
に
し
ま
し
一
ベ
ザ
ム
柏
+
裂
の
カ
マ
ド
が
あ
り
、
前
代

た
。
十
一
月
中
旬
ま
で
に
約
一
万
五
千
一
の
生
活
様
式
か
良
完
全
に
脱
皮
し
、
土

平
ガ
米
の
五
位
土
か
際
き
、
確
認
じ
た
も
一
器
類
に
し
て
も
、
ツ
ボ
、
カ
メ
に
加
え

髭

釜

遺

跡

発

掘

調

査

団

一

の
と
調
査
市
の
も
の
合
せ
工
百
二
十
軒
一
て
、
吋
ノ
キ
や
コ
シ
キ
(
蒸
器
)
、
須
恵
器

団

長

井

上

義

安

の

住

居

祉

、

数

本

の

禁

守

主

し

一

な

ど

の

出

土

が

目

立

ち

、

ち

い

鉄

ひ
い
が
ま
遺
跡
は
、
磯
浜
地
区
の
個
一
の
敷
設
、
な
ら
び
に
大
品
川
駅
の
建
設
が
一
た
。
住
居
祉
は
ま
も
な
く
百
五
十
軒
を
一
製
カ
マ
や
、
漁
網
鍾
が
7
4旦
に
出
て
い

沼
川
に
白
一
閉
し
た
岡
町
高
約
卜
米
の
台
地
一
決
定
し
、
桜
道
土
地
区
間
整
理
事
業
を
一
越
え
る
で
し
ょ
う
。
一
ま
す
。
ま
た
、
住
居
枇
内
に
投
棄
し
た

上
に
4
U
地
し
、
面
積
は
約
七
万
平
万
米
一
実
施
し
ま
す
と
、
遺
跡
は
完
全
に
破
壊
一
こ
う
し
た
竪
穴
住
居
祉
は
、
同
じ
台
一
貝
穀
の
堆
積
層
(
小
貝
塚
)
を
発
見
し

あ
り
ま
す
。
こ
〉
は
去
る
昭
和
四
十
八
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
地
に
数
rH年
間
、
次
々
夫
境
抗
言
れ
て
一
た
例
な
ど
は
、
恐
ら
く
県
内
の
巌
初
の
一

年
の
遺
跡
分
布
調
夜
に
よ
っ
て
、
近
接
一
そ
こ
で
記
家
保
存
の
た
め
の
学
術
調
一
き
た
聞
係
で
、
任
属
同
志
が
互
い
に
一
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

の
五
柳
、
堂
林
遺
跡
と
共
に
、
弥
生
時
一
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
六
月
下
一
重
復
し
て
い
ま
す
。
時
代
別
に
み
ま
す
一
ま
だ
発
掘
開
始
後
、
五
ヵ
月
余
り
で

代
後
期
か
ら
平
安
時
代
の
大
規
模
な
村
一
旬
、
茨
城
考
古
学
会
室
主
諺
大
学
、
一
と
、
弥
生
時
代
後
期
(
約
一
千
七
一
白
五
一
出
土
品
の
整
理
&
藷
に
つ
い
た
ば
か
り

落
遺
憾
の
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
一
国
学
院
大
学
の
学
生
諸
君
と
地
元
夏
海
一
十
年
前
)
の
住
居
が
半
数
近
く
あ
り
、
一
で
、
調
斎
の
成
果
を
異
依
的
に
説
明
で

さ
れ
手
レ
た
。
一
地
区
釘
志
の
協
力
に
よ
り
「
髭
華
麗
一
つ
い
で
古
墳
時
代
直
前
の
も
の
が
数
玉
か
ね
ま
す
が
、
茨
城
県
で
特
に
研
究

市
置
の
保
在
韓
は
、
ま
こ
と
に
良
一
活
掘
調
査
団
(
団
長
井
上
表
安
ど
を
組
一
軒
、
他
は
士
晶
、
古
市
民
・
平
安
時
代
の
一
の
お
く
れ
て
い
る
弥
生
時
代
後
期
の
良

好
で
、
射
状
の
ま
〉
後
世
に
泌
す
べ
き
一
織
し
、
六
街
町
れ
い
め
い
期
の
古
代
良
一
も
の
が
大
部
分
の
よ
つ
で
す
。
一
耕
集
落
の
実
態
冷
」
、
乙
の
ひ
い
が
ま
遺

性
質
の
も
の
で
す
が
、
乙
込
に
匝
島
線
一
緋
村
落
の
諸
問
題
を
究
明
す
る
目
的
一
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
泣
内
か
ら
一
跡
か
ら
向
と
し
て
も
解
明
し
た
い
と
い

で
、
発
掘
調
査
ぞ
開
始
し
ま
レ
た
。
一
は
、
ツ
ボ
、
カ
メ
、
タ
カ
ツ
キ
や
紡
錘
一
う
方
向
性
伊
堅
痔
し
な
が
ら
、
発
掘
作

幸
い
部
怖
将
の
献
身
的
な
努
力
と
、
一
車
な
ど
の
日
常
生
活
用
具
が
圧
倒
的
に
一
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
町
民
符
位
の

地
主
の
方
々
の
媛
か
い
C
協
力
に
よ
一
多
く
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
一
安
ら
ぬ
C
亨
復
と
と
協
力
学
重
ね
て
お

り
、
山
岨
ム
仕
活
掘
作
業
は
順
調
に
進
行
し
一
は
、
住
居
の
一
安
逗
そ
窺
ヲ
上
に
貴
重
な
一
願
い
致
し
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

洛
掘
は
、
台
地
の
北
両
(
路
島
線
の

阿
側
畑
地
)
に
三
米
×
一
二
米
の
グ
リ
ッ

ド
(
発
掘
区
)
を
行
米
余
に
わ
た
り
設
定

ひ
い
が
ま
弥
生
遺
跡
と

発
明
欄
調
査
の
お
ら
ま
し

県
加
工
連
会
長
賞

焼
た
い

善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

農
韓
大
臣
賞
に
輝
く

伸次郎キ畏閏写真提供

県
農
林
水
産
部
長
賞

し
し
ゃ
も
連
刺

中
山
善
次

去
る
日
月
間

e
m白
の
両
日
に
わ
た

っ
て
、
第
日
回
茨
城
県
率
直
は
製
品
品
評

一
会
が
水
戸
市
一
二
の
丸
の
国
保
会
館
で
開

i
l
l
i
t
-
-
M
I
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー
一
催
さ
れ
ま
し
だ
こ
れ
は
全
国
農
業

厚
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
当
っ
て
一
て
お
り
ま
す
の
で
、
と
毒
お
願
い
い
一
悠
参
加
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
県
水

お
ら
ぬ
今
後
も
楽
し
い
授
業
を
予
定
し
た
し
ま
す
。
一
産
加
工
業
の
技
術
翠
蓄
の
一
辱
m
p増
進

一
し
、
品
質
と
生
産
の
向
上
を
図
る
た
め

一
毎
年
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
本
町
か
ら

一
も
多
数
が
参
加
、
出
品
し
ま
し
た
。
そ

一
の
結
粟
、
農
林
大
臣
賞
が
ほ
じ
め
多
く

一
の
夢
薄
し
、
水
産
大
洗
の
差
忠

一
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

一
受
賞
の
栄
に
輝
く
人
々
は
次
の
と
お

一
り
で
す
。
φ

φ

・
φ
・

農
林
大
臣
賞

し
ら
之
ね
煮
干

関
根
昭
男

さ
ん
ま
聞
き

高
崎
誠
寿

問
問
漁
連
会
長
賞

身
欠
き
に
し
ん

石
井
平
助

寝

雄

前
々
匝
九
月
十
五
日
の
町
報
で
と
報

告
申
し
上
げ
た
後
、
町
善
意
銀
行
へ
左

記
の
方
々
か
り
議
の
宜
持
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
出
同
付
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々

故
石
崎
庄
伺
門
氏
の
遺
忘
に
よ
る
も

の
と
し
て
、
大
洗
町
磯
供
町
湖
町
一
区

石
附
き
ね
い
版
よ
り
一

O
万
円

今
回
第
三
田
小
宅
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
た
、
大
洗
町
穆
倍
則
前
伸
町
四
区

関
川
駅
宅
起
よ
り
賞
金
の
一
部
を

廷
福
祉
に
生
か
し
た
い
と
一
一
一
一
日
う
こ
と

で
、
三
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
々

々
よ
り
得
付
さ
れ
ま
し
た
。
お
受
け
い

た
し
ま
し
た
寄
付
金
は
、
究
日
夜
王
せ

ら
れ
た
々
々
の
ま
C
こ
ろ
掌
充
分
に
生

か
し
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
台

幼
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



(4) 

保

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
じ
ま
る

第74号

健
康
は
わ
た
ぐ
し
た
ち
に
と
っ

て
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。
町
で
は
町
民
の
み
な
さ
ん
の

大
切
な
健
康
を
よ
り
良
く
管
理
す

る
た
め
に
、
新
た
に
町
営
の
保

健
セ
ン
タ
ー
伊
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
た
け
ム
い
ま
そ
の
工

事
が
役
場
広
一
西
脇
で
着
々
夫
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
が
完
成
し
ま
す
と
み

な
さ
ん
の
、
生
活
機
能
訓
練
施
設

(
人
間
の
体
は
年
と
共
に
す
べ
て

の
機
能
が
除
々
に
豪
え
て
き
ま
す

が
、
そ
の
後
退
が
お
さ
え
た
り
、

機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
諸
施

設
)
や
健
康
相
談
、
衛
生
教
育
な

ど
舟
伝
じ
め
、
従
来
止
む
検
得
ず

分
散
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
、
乳

幼
児
、
成
人
病
等
の
検
診
、
予
防

接
種
な
ど
の
仕
事
か
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
集
中
的
に
行
な
え
る
よ
'
つ

に
な
り
、
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進

に
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま

す。

らあおお昭和51年1f318

概要
育(成人病教育、食生活改善、母親

学級) (5浮L児検診 (6)2才児検診
(7)3才児検診 (8)成人病検診(婦人
科ガン、胃、循環器) (9)予防接種

5.着工及び 着工昭和50年11月19日
竣 工竣工昭和51年 3月31日
6.工事費 41.435，000円

の

会議室

方包 言笠
大洗町磯浜田J6881番地
576m' (177J平)
H昔 242m' (73t平)
2階 142m' (43t平)
合計 384m'(116坪)

4.事業内容(案) (1)家庭訪問 (2)機能

訓練の開設 13>>建康相談 (4牒7生教

2 ~.皆

上

1.位誼
2 敷地積積
3.建築面積

屋

ーブの話
放
射
線
で
不
治
の
病
で
あ
る
ガ
ン
や
一
パ
セ
ド
1
氏
病
に
な
っ
た
り
す
る
の
で

し
ゅ
よ
う
(
腫
位
協
)
が
治
っ
た
と
い
う
一
す
。

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
盟
主
王
寺
J

。
一
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

こ
れ
は
フ
ジ
オ
ア
イ
y
ト
l
プ
の
す
一
ト
l
プ

議

型
9
る
と
申
状
腺
の
機
能

ば
P
レ
い
カ
の
お
か
ぜ
な
の
で
す
。
一
を
昼
間
に
す
畠
主
か
あ
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
か
ら
出
る
放
一
そ
の
他
、
医
療
面
で
は
皮
膚
ガ
ン
や

射
線
が
ガ
ン
細
胞
に
あ
た
る
と
、
ガ
ン
一
ア
ザ
の
治
療
、
人
ど
ま
く
や
骨
ず
い
へ

細
胞
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
死
滅
し
て
、
つ
い
一
の
応
用
、
ま
た
人
体
の
生
理
の
研
究
な

に
全
滅
し
て
し
ま
つ
の
で
す
。
一
ど
に
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が
利
用
し
て
い
ま

そ
し
て
ガ
ン
細
胞
以
外
の
健
全
な
細
工
3
0

な
お
、
こ
の
よ
っ
に
し
て
、
ア
イ

胞
に
放
射
線
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
、
ヲ
ト
l
プ
が
使
用
す
る
裏
口
は
、
動
物

あ
ら
か
じ
め
」
フ
ジ
オ
ア
イ

y
ト
l
プ
を
一
実
験
な
戸
老
行
い
、
よ
り
安
全
学
括
性
か

含
ん
だ
薬
歩
注
射
し
、
そ
れ
が
ガ
ン
細
一
め
て
、
人
体
に
は
害
が
な
い
よ
う
に
照

胞
に
集
ま
っ
た
時
、
照
射
し
て
ガ
ン
細
一
射
の
時
間
や
量
に
充
分
注
意
レ
て
一
用
い

胞
を
穆
壊
さ
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
研
究
一
て
い
ま
す
。
又
、
最
近
の
赤
ち
ゃ
ん
は

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

母

乳

で

育

つ

よ

れ

5
も
、
も
っ
ぱ
ら
ミ
ル

こ
の
他
、
甲
状
線
の
病
気
に
多
く
用
一
ク
で
育
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
母
さ

い

ら

れ

ま

す

。

一

ん

は

、

い

つ

も

暗

号

ン

書

採

に

保

甲
状
腺
は
、
の
ど
ぼ
と
け
の
下
に
あ
一
っ
て
お
く
こ
と
に
気
を
つ
か
っ
て
い
ま

る
蝶
の
よ
う
な
形
を
し
た
内
部
泌
腺
で
一
す
ね
。

か
ら
だ
の
発
育
や
代
謝
作
用
を
調
節
一
最
近
の
晴
乳
ビ
ン
は
軽
く
て
丈
夫
な

す
る
き
わ
め
て
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
を
一
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
が
多
い
の
で
す
が
、

っ
く
り
ま
す
。
も
し
ホ
ル
モ
ン
が
欠
乏
一
乙
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
熱
に
弱
い
の
で

す
る
と
、
発
吉
田
期
で
は
成
長
が
と
ま
っ
一
熱
湯
消
毒
が
で
童
な
く
て
、
お
母
さ
ん

て
乙
び
と
に
な
っ
た
り
、
大
人
で
は
金
一
は
、
国
っ
て
い
手
レ
た
。

身
に
む
く
み
が
き
た
り
し
ま
す
。
ま
た
一
と
こ
ろ
が
、
放
射
線
歩
便
っ
て
プ
ラ

分
泌
が
多
す
ぎ
る
F
眼
球
の
〉
び
だ
す
一
ス
チ
ッ
ク
に
照
射
す
る
と
、
熱
に
噴
く

トアイソ

思
給
法
の
部
改
正

五
十
年
八
月
か
告
適
期

一
時
閣
繕
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

兵
の
方
に
4E又
給
さ
れ
ま
す

い
ま
ま
で
の
一
時
恩
給
は
、
下
士
宮

以
上
で
実
在
職
三
年
以
上
七
空
木
満

(
う
ち
下
士
宮
勤
務
六
ヵ
月
以
上
必

き
で
あ
り
ま
主
炉
、
今
回
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
該
当
す

る
と
忠
わ
れ
る
方
は
役
場
厚
生
課
立
字

続
ぎ
を
と
っ
て
下
さ
い
。

国
軍
人
に
翠
9
る
一
時
甲
山
給
の

支
給
範
屈
の
拡
大

け
下
士
宮
以
上
の
旧
領
人
で
、
引
き
続

く
実
在
織
年
が
三
年
以
上
℃
年
未
満

の
者
(
い
わ
ゆ
る
六
ヵ
月
以
上
の
下

士
宮
勤
務
が
な
か
っ
た
万
が
該
当
し

ます)。

け
兵
で
あ
っ
た
出
箪
人
で
、
間
引
き
続
く

実
在
職
年
が
一
二
年
以
五
七
年
未
満
の

j!!:1 
111i 
日五31
子雲霞。支
襲え宅

;i1 
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過
疎
パ
ス
は
送
る

税
の
相
談
は
気
軽
人

財
産
を
も
ら
っ
た
と
金
ほ

戻
っ
亨
¥
る
税
金

台
所
の
後
始
末

税
務
大
学
校

確
定
'
申
告
と
納
税

退
職
金
と
税
金

教
育
少
続
金

税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は

来
年
度
は
と
つ
な
る

受
給
者
、
傷
病
恩
給
受
給
者
及
笠
妻
子

が
つ
け
る
扶
助
監
義
者
に
つ
い
て
の

み
加
算
年
が
年
額
許
算
の
基
礎
年
数
に

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
え
こ
の
対
象
年
令
が

五
オ
引
き
下
げ
ら
れ
六
十
五
才
以
上
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
役
嵐
厚
生
課
主
主
杭
き
を
と

っ
て
下
さ
い
。

年
:
・
:
閑
語
績
の
計
算
は
、
実
在
職
年

数
が
基
礎
と
な
り
辛
子
が
、
こ
の
改
正

iiii i!! 
?可1i!
;管22iiミ;;
計iiiiFL
;11;!??i 

者。げ
右
け
刃
ぴ
け
に
H
7話
す
る
遺
族
(
婆

-
子
・
父
川
等
)
。

累
加
算
年
撃
が
鴻
才
か
ら

日
才
に
間
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

い
ま
ま
で
は
、
七
十
オ
以
上
の
恩
給

そ
の
他

右
二
件
の
ほ
か
に
、
恩
給
年
額
の
増

〔

税

だ

よ

り

〕

一

明

U
U
K
U
1
わ
れ
併
し

『

メ

イ

コ

の

く

ら

し

と

税

金

』

一

た

ち

に

都

合

の

よ

い

午

前

一

語

四

五

レ

ポ

ー

タ

ー

に

中

村

メ

イ

コ

さ

ん

分

官

二

時

ま

で

の

五

分

間

で

、

一
放
送
日
は
毎
週
土
曜
日
フ
ジ
テ
レ
ビ
で

盟
匡
一
般
納
税
者
へ
の
税
金
の

l兼
司
会
者
に
女
優
の
中
村
メ
イ
コ
さ
一
放
送
さ
れ
ま
す
。

P
R
の
一
山
捕
と
し
て
テ
レ
ビ
放
送
喜
一
ん
を
起
用
し
た
こ
と
で
、
一
般
家
庭
の
一

周
し
て
昨
年
一

O
一
月
か
ら
「
く
や
レ
と
一
主
婦
し
を
対
象
に
『
メ
イ
コ
の
く
わ
レ
と
一
放
送
百
と
放
送
ア
l
マ
は
次
の
一
通
り

税
金
」
の
番
組
を
放
送
し
て
き
ま
し
た
一
税
金
と
し
て
、
身
近
な
税
の
知
識
や
一
で
す
。

が
、
乙
と
し
も
引
き
つ
A
d
d
一
一
一
月
ま
で
一
税
金
の
ゆ
く
え
な
ど
伊
図
解
、
さ
し
絵
一
マ
1
・
3

正
月
風
景
あ
れ
こ
れ

次
に
よ
り
放
送
さ
れ
ま
す
。
レ
ポ
1
タ
一
や
算
式
な
ど
が
極
刷
り
込
ん
で
や
さ
レ
¥
一
マ
1
・
m
土
地
を
売
っ
た
人
は

設
す
る
こ
と
に
な
り
去
る
9
月
幻
臼
に

起
工
式
を
挙
行
い
た
」
ま
し
た
。

こ
の
焼
却
炉
は
特
に
衛
生
面
に
顎
息

し
て
お
り
、
じ
ん
芥
の
一
投
入
燃
焼
、
灰

出
十
)
集
じ
ん
等
の
作
業
は
機
械
化
に
よ

り
自
動
化
さ
厄
炉
体
及
ひ
上
家
等
五
完

全
街
閉
式
と
な
り
作
業
場
の
衛
生
、
安

全
友
び
周
辺
の
環
境
保
全
に
も
充
分
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
焼
却
炉
の
完
成
に
よ
り
本
町
の

ゴ
ミ
処
理
事
業
は
一
段
と
五
実
し
ゴ
ミ

問
題
の
な
や
み
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

施
設
の
顕
要

。
妻
名
大
洗
町
営
官
ん
介
焼
却

〈ガンの治覆〉

y 力却に3WR コ
炉の増設蝶

句
均
一
句大型ゴ

施
設
新
設
工
事

。
施
工
業
者
名
大
和
産
業
株
式
会
社

。
工
期
昭
和
田
年
四
月
よ
り

昭
和
民
年
6
月
ま
で

o
工
事
金
額
一
、
四
Q
U万
円

〈
炉
本
俸
及
び
建
家
工
事

費
で
あ
っ
て
附
帯
工
事
費

は
除
か
れ
ま
す
。
)

o
焼
却
能
力
却
t
焼
却
炉
一
義

(
八
時
間
燃
焼
)

o
型
式
機
械
化
パ
ッ
チ
式
燃
焼

式
焼
却
炉

o
投
入
方
法
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
方
法

(
ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
が
設
け
て

マ
1

・u

マ
1

・M

マ
1
・
況

マ
2

・7

マ
2
・
日
比

マ
2
・
幻

マ
2
・
加

マ
3

・6

マ
3
・
日

マ
3
・
加

マ
3
e
U

ク
レ
ー
ン
操
作
に
よ
り
炉

内
へ
投
入
す
る
。
)

(
二
次
公
容
を
訪
止
す
る

た
め
、
排
ガ
ス
ば
い
煙
等

の
防
除
に
冷
躍
シ
ャ
ワ
ー

及
ひ
マ
ル
チ
サ
イ
ク
ロ
ン

方
法
が
採
用
、
排
水
処
麗一

に
は
沈
澱
人
通
及
び
中
和

等
虐
行
い
、
再
循
環
方
式

と
し
て
臭
気
に
つ
い
て
は

炉
問
穫
を
常
に
測
度
以

上
に
上
昇
さ
せ
て
悪
臭

の
完
全
燃
焼
化
を
図
り

ま
ず
。

0

そ
の
他



昭和51年l月1日い

1 1月2日かも4臨まで

大洗師役場j守番3轄で開かれる
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文
化
の
香
り
高
い
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
こ
の
た
び
本
町
に
芸
術
文

化
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
初
の

事
業
と
し
て
去
る
日
月

2
!
9
日
ま
で

の
日
程
で
第

l
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
芸
術
文
化
祭

は
展
覧
会
と
発
表
会
の
二
部
門
に
分

け
、
展
覧
会
は
役
場
庁
舎
を
会
場
に

2

1
4
日
ま
で
の

3
日
間
、
美
術
・
写
真
・

書
道
・
俳
句
・
短
歌
・
詩
・
生
花
等
五

百
余
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
好
評
を
博

し
、
期
間
中
約
千
二
百
名
の
観
覧
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
発
表
会
は
音

楽
・
日
舞
・
詩
吟
・
民
話
等
が
各
会
場

で
華
や
か
に
聞
か
れ
、
予
想
を
上
廻
る

聴
衆
を
前
に
、
日
頃
精
励
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

来
年
、
再
来
年
と
年
を
追
う
毎
に
更

に
盛
大
に
、
ま
た
町
民
一
人
一
人
が
安

直
に
研
修
で
き
る
場
と
し
て
参
加
で
き

る
よ
う
、
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

こ
ん
か
惨
時
に
は
一
臨

水

都

不
景
気
だ
と
云
っ
て
も

朝
刊
の
チ
ラ
シ
は
毎
日

パ
ン
で
も
ワ
ド
ン
で
も

后
に
は
た
く
さ
ん
並
ん
で
る

病
計
ひ
と
は
あ
っ
て
も

餓
え
た
ひ
と
は
ま
だ
居
な
い

焼
却
場
の
ゴ
ミ
は
多
い

本
当
に
因
つ
て
な
い
証
拠

泊
費
は
美
徳
な
ん
て

嘘
っ
ぱ
ち
で
し
た

亘
書
の
中
か
ら

イ
カ
ス
や
つ
を
回
見
つ
け

つ
ん
P
7
¥
本
の
聞
か
ら
一
冊
を
取
り

お
せ
ん
ぺ
い
で
も
つ
ま
み
な
が
ら

た
と
え
外
国
務
付
は
出
来
な
く
も

シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
の
風
と

中
国
か
ら
の
雲
を

お
客
に

お
茶
で
も
呑
み
求
レ
ょ

2
4

何
か
い
い
智
慧
が
湧
い
て

こ
よ
う
と
一
T

日
う
も
の

議事知らせ

みなさん護軍って

ご参加下さい

昭
和
五
十
一
年

大
洗
時
成
人
式

今
春
成
人
が
迎
r

え
ら
れ
る
み
な
さ
一
ま

方
の
前
市
恋
愛
祝
福
す
る
た
め
、
次
に
よ

り
成
人
式
典
歩
挙
行
い
た
し
ま
す
。

望
書
は
も
れ
な
く
参
加
さ
れ
る

夫
異
に
、
新
成
人
者
に
対
し
町
民
の
み

』
厄
』

a

柑同
H

句

な
ほ

i〈喜
容ぞ
力日在幾 ト
藤に ie

宗手支
一千会
烏 A

ゆ
く
艇
に
大
痕
し
ぶ
き
よ
り
け
り

後

藤

亀

泉

海
時
化
の
十
一
月
の
残
り
な
く

川
上
恵
功

平

鳥
居
建
つ
岩
に
守
安
A

冬
の
瀞

後

藤

静

浦

や
は
ら
か
に
鴎
の
影
や
浜
小
春

真
田
空
間

ず
る

ヂ
流

ぞ
飛の
田二

塁日

菊
み
な
ま
す
屈
は
ど
れ
レ
小
井

大
場
湖
舟

児
が
植
え
て
そ
の
鬼
は
父
に
柿
た
わ
〉

広
瀬
潮
風

そ
の
昔
虚
子
来
し
と
謂
フ
冬
の
宿

岸
根
混
沌

き
さ
は
し
の
冬
臼
に
み
ミ
じ
見
せ
合
え

る

田

山

寒

村

な
さ
ま
方
よ
り
、
心
か
ら
の
御
狙
溜
を

お
顧
い
い
た
レ
主
主

@
臼
時
昭
和
五
十
二
牛
一
月
十
五
日

午
前
十
時
開
会

@
会
場
六
洗
町
立
南
中
学
校
係
育
館

歩

こ

う

会

「
歩
乙
つ
会
」
が
装
足
し
て
一
一
一
年
白
を

迎
え
ま
し
た
炉
、
毎
月
第
二
日
曜
臼
に

行
な
っ
て
お
り
、
一
月
で
土
ハ
回
裏

え
参
加
者
全
員
は
主
口
っ
て
お
り
ま

す
。
足
腰
の
一
鍛
練
、
体
力
づ
く
り
に
ぜ

ひ
C
参
加
下
さ
い
。

毎
回
と
も
午
前
八
時
三
十
分
に
役
場

前
窒
口
で
す
。

第
工
ハ
日

T
一
月
十
一
日

大
震
・
島
田
方
面

第
十
七
回
|
一
一
月
八
日

嘉
蔵
河
岸
@
新
町
方
面

第
十
八
回
|
三
月
十
四
日

願
入
寺
・
六
洗
方
面

ス
キ
i
教
室
開
催

今
回
は
初
心
者
(
過
去
経
験
二
日
以

内
の
者
)
を
対
象
に
教
室
を
聞
き
、
ス

キ
ー
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
を
習
得
一

す

る

。

一

期
日
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十
一

二
日
1
二

十

五

日

一

場
所
裏
磁
穂
ス
キ
I
場

一

参

加

費

一

万

円

一

指
導
員
日
本
ス
キ
l
連
盟
公
認
指
一

i

i

1

i
主

f
1
E
3
i
一EEEF区区3
5
主目

i

i

i

f

E

一τE-zEzzE-EfE
占

5ff一FffEFzzzEa司z主司ヨ己1ヨ己主毛1一宅
唱1
官胃

E一EEE』

f
1
i
f
3主
5

i

目
i
z一固E固-E一置z置Ez-afa5Pff{FFz5EiFz5Eii
官
z孟主1
i
一匙奇

1〕
匙奇

1〕
司

1313 s 

募奏安Z員
h#F名2i((宕露管

P

定富F定富F員需E?
に足旨な苦

ι
りL
一
し
閤
膿
臆
滞
滞
ム
化
化
構
(
水
洗
便
罪
所
)
き
話
吋
肝
詰
U

同陣暗開開川u吋隙ドドを
B設事撃

次

第

締

切

り

ま

す

。

)

一

設

置

の

国

抽

出

院

つ

い

て

る

時

に

は

必

ず

一

二

次

処

理

を

す

る

事

に

申

込

み

大

洗

町

塾

墨

員

一

一

会

社

会

一

な

っ

て

お

り

ま

す

。

公

害

問

題

を

少

し

教
育
係
(
役
場
内
)
一

L
尿
浄
弘
槽
守
新
設
す
る
時
は
必
ず
↓
急
増
し
て
き
ま
し
た
。
浄
化
槽
は
ん
照
一
で
ち
な
く
す
為
に
も
禾
届
で
漁
花
槽
を

参
加
費
集
え
て
一
月
十
一
届
出
を
し
正
し
い
管
理
ぞ
い
た
し
ま
し
一
番
生
的
に
浄
化
す
る
壇
墨
も
っ
て
一
設
置
し
た
り
誤
之
使
い
方
歩
じ
な
い

七
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
一
ょ
う
。
一
い
ま
す
が
、
浄
住
由
明
か
ら
放
流
さ
れ
る
一
ょ
っ
み
ん
な
で
心
が
け
亨
¥
だ
さ
い
。

さ

い

。

一

φ

一
水
の
浄
化
が
不
十
分
で
あ
る
と
間
の
一
設
震
の
用
紙
陸
一
議
県
霊
室

申
込
書
は
社
教
師
に
用
意
し
て
一
近
年
、
生
活
水
準
の
向
上
と
共
に
便
一
汚
濁
や
恵
臭
等
の
公
害
が
発
生
し
、
苦
一
協
会
大
洗
一
支
部
(
飛
田
五
郎
宅
T
E
L

あ
り
ま
す
。
一
所
の
水
洗
化
が
進
み
、
し
尿
浄
騒
が
一
情
の
原
因
と
な
り
一
塁
品
衛
生
上
放
置
で
-
小
川
一
一
定
一
・
き
さ
に
あ
わ
手
ず
。

とは}ヂ

」圃酔うし追う}タ酔

」圃晶

されました。法律で禁
贈
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

求
め
て
は
い
け
ま
せ
ん

受
け
と
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

日
頃
か
ら

心
が
け
よ
、
っ

キ
レ
イ
な

選
挙

く正う
お葬式の香典、花輔、供花

出産・入学・卒業の

お祝い晶やお祝いのお金 お祭りなどの寄倍、お湛など

禽事やおみやげ

日
一

寸
L

一

~
4
2

一

一A
Z

一
一
与
一
一
転
一

ι

均
，
一
‘
!
 

一
一
町
一
一O
一

一
o
r

ャ、i
、

集会怠どの飲禽代お中元やお歳暮
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急

P性

策

急
性
腎
臓
炎
は
大
人
よ
り
も
大
部
分
が
、
幼
年
期

か
ら
少
年
期
に
か
け
て
起
る
病
気
で
す
。
寒
い
時

期
に
カ
ゼ
や
一
廓
桃
腺
の
多
い
関
係
か
ら
寒
い
季
節

に
発
病
す
る
病
気
で
す
。

細
菌
感
染
が
多
く
化
芸
品
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い

細菌感染が多く 化学薬品

でおこる事もある

らあ

1震|症|
間凶

if 
出主

おお

@尿が少なくなった

昭和51年 1月1日

腎炎ーこんなときは要注意

⑧蔚桃炎のあと 1~2遇間

後起きたときに顔がむ

くんでいる。

里V

A 

数日経ったら尿の検査を

して増悪がなければ

¥ 

L生活管理|

戸一審

J 

型通曾d乙
忌需主

予
防
と
治
覆

白R~

半数の人に出る

腎
喪
主
な
っ
た
ら
、
治
療
と
療
養

生
活
を
厳
重
に
す
る
。

全
治
す
ゑ
~L
の
期
間
は
同
十
い
も
の
で

数
日
、
長
い
も
の
で
一
年
以
上
か
h
る

も
の
も
あ
り
、
一
般
に
ネ
供
の
方
が
治

る
の
が
早
い
。
治
り
方
の
お
そ
い
早
い

と
か
、
慢
性
に
な
る
か
な
ら
な
い
か

は
、
症
状
の
強
さ
と
は
関
係
な
く
、
最

初
の
治
療
が
か
ん
じ
ん
で
す
。
最
初
の

治
療
と
療
養
生
活
が
正
し
く
仔
な
わ
な

い
と
、
慢
性
化
し
て
あ
と
あ
と
苦
し
む

事
に
な
り
ま
す
。

一
年
間
は
、
医
師
の
管
浬
ぞ
つ
づ
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。
又
、
カ
ゼ
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
し
、
万
一
ひ
い
て
レ
ま
っ

た
と
き
ほ
、
す
ぐ
医
師
の
手
当
を
受
け

る
よ
う
に
し
容
し
ょ
う
。

腎炎になったら

@薦桃炎を繰り返すときは

摘出手術を

8上気道炎や皮}禽の感染症

は早くなおそう

一喝、とれ

私
立
年
内
田
四

④

移

由

明

両

3
H
H
H斗

⑤ 

1月半して

尿・血圧が

@病気の重い人若い元気な人

ほど厳重な療養生活を

長E雪E将司
キー一

共関募金運動に対するご協力厚く感謝申し上げます

募金額 1記事 2万円に遣しました

町 名 募金額(円)

目リ原住宅 2 6，400 

" 3 8，100 
原研住宅 11，400 
原研独身寮 7，507 
動燃夏海寮 8，510 
東北大寮 3，840 
神 山 6，700 
)11 口 5，200 
荒 谷 17，200 
浜 欠 2，880 
古 宿 17，100 
上 宿 12，∞o 
中 宿 9，900 
下 宿 2，700 
矢 場 5，500 
子 f石 3，200 
松川報国 8，000 
M 第1 5，ωo 
" 中部一 5，100 

" 共励 3，300 
" 第2 5，490 
成 回 6，600 
大 谷 )11 4，200 

町 名 募金額(円)

舟渡2区の 1 8，100 
" 2区の2 3，800 

" 3 6，500 
M 4 2，500 
蔵前 1 11，400 
M 2 14，印。
" 3 7，700 
" 4 8，300 
上宿 1 7，200 
f中宿 1 8，500 

" 2 9，200 
北清水 1 10，000 

" 2 8，100 
南清水 1 7，200 

" 2 10，400 
角ー l 8，400 

" 2 13，600 
" 3区の 1 4，700 
" 3医の2 3，900 

" 4 6，250 
" 5 8，650 

" 6 6，200 
前原住宅 I 6，300 

年 E霊

10月1日から始まった国民助け

あい赤い羽根共同募金運動は、町

民各位、募金奉仕者である町内会

長、事業所団体、小中学校等、関

係各位のご理解あるご援助によ

閏体

業

ム
E

ム
E

ムf
A

募金額(円)

18，000 
23，525 
4，1ll 
9，029 
4，170 
4，556 
8，010 
20，621 
3，000 
2，000 
2，000 
1，160 
1，000 
1，450 
3，608 
2，000 
2，000 
1.500 
2，α00 
3，000 
18，200 

@ 

名

事業所

事

せられました。心からお礼申し上
所

大洗町民生委員一同

大洗町職員一同

大洗面7立南中学校児童職員 同
大洗町立祝llIT小学校児童職異 同

大洗町立大貫小学校児童職員一同

大洗町立夏海小学校児童職員一同

大洗町立第一中学校児童織員一向

大洗ゴルフ倶楽部一同

磯浜婦人

大賞婦人

夏海婦人

大洗ビ チノマレス職員一同

大 洗曙荘

大洗クッキングセンタ

大洗簡易保険保養センタ一

国 際航業

洗心荘

大洗警察官幹部派出所一同

大洗郵便局職員一向

常湯銀行大洗支 l苫
大洗町有志一向

げます。この募金は、民聞社会福

祉事業推進のため、茨城県共同募

金会を通じ、老人、心身障害者、

母子、保育所、養護児童等の社会

福祉施設および市町村社会福祉協

議会へ公平に配分されることにな

っております。各町内および事業

所団体等よりいただいた募金状況

りますが、重ねてご協力下さるよ

うお原互いいたします。

去
る
十
一
芳
一
日
よ
り
「
み
ん
参
七
一
孝
人
ホ
!
ム
入
所
者
、
児
童
養
護
施
設
一
岡
安
政
次
マ
一
一
手
円
仲
宿
町
岩
城
太
一
千
七
百
三
十
三
円
磯
町
間
婦
人
会
一
周

ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
九
謡
え
手
レ
ょ
一
入
所
者
等
へ
、
民
安
委
員
し
を
通
じ
そ
れ
三
マ
一
万
円
警
音
関
市
郎
竺
一
マ
五
円
明
神
町
士
用
賢
一
郎
マ
一
二

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
実
施
し
一
ぞ
れ
配
分
い
た
し
ま
し
?
」
o

受
取
ら
れ
一
万
円
井
川
英
之
マ
五
千
円
明
正
会
一
千
円
明
神
町
小
神
野
ま
つ
マ
一
万
円

ま
し
た
襲
木
助
け
あ
い
連
動
に
は
、
昨
一
た
方
々
は
、
皆
様
の
暖
か
い
と
摩
一
意
に
一
マ
二
万
円
寺
釜
町
猿
田
照
一
マ
三
千
一
蔵
前
岩
盤
寅
次
郎
マ
一
千
円
高
年
者

年
よ
り
引
続
く
経
済
不
況
、
諸
物
価
一
一
局
、
心
か
ら
盛
和
レ
て
お
ら
れ
ま
し
宍
一
円
常
陽
銀
行
大
洗
支
厨
マ
一
万
円
新
一
ク
一
フ
ブ
神
山
寿
会
マ
一
万
円
髪
昔

詩
情
時
間
軒
目
一
麟
末
助
け
あ
い
連
動

協

吋

時

一

一

義

一

一

一

喜

一

心

曝

る

義

損

金

五

十

万

円

金
五
十
万
八
千
七
百
七
十
三
円
一
義
指
金
品
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
氏
一
町
関
藤
四
郎
マ
一
一
子
円
新
監
戊
木
清
一
吉
本
清
輝
マ
五
千
円
髭
釜
町
前
島
友

の
義
損
金
が
ょ
せ
ら
れ
事
レ
た
。
一
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一
文
マ
三
千
円
水
戸
信
用
溢
議
大
洗
支
一
一
ニ
マ
十
万
円
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1. 622，007円(155%) 

協力地区一覧

a:. 
11=1 

(12月48現在)

報

日露辛口 50

聞

り、金 1，622，007円 (12)ヲ4臼現

在、目標額の 155%)の募金がよ

は次表のとおりであります。なお、

未整理のため記載のない町内もあ

llIT 名 募金額(円) 同 名 募金額(円)

明神町 1 17 ，400 新町 6 14，670 
" 2 19，100 " 7 22，500 
か 3区の上 25，200 " 8 10，650 
" 3区の下 7，700 永町 1 12，940 
" 4 9，100 " 2 13，400 
" 5 15，000 " 3 8，440 
" 6 14，250 " 4 7，500 
" 7 15，800 " 5 16，300 
か 8区の1 9，900 

" 7 9，200 " 81Rの2 7，000 
" 8 11 ，450 

" 9 13，800 " 9 13，650 
" 10 17，200 " 10 20，200 "111Rの1 18，900 

" 11 8，200 
か 11区の2 21，400 

" 12 12，300 1丁目1区の上 13，000 
" 13 10，000 

" 1区の下 10，800 
" 14 16，500 

" 2 13，600 " 15区の 1 6，500 
" 3 7，200 " 15区の2 9，800 
" 5 7，600 " 16区の1 18，200 
jタ見ヶ丘 8，320 

か 16区の2 12，800 
2 J戸呂 1 15，300 " 16医の3 12，000 
" 2 10，800 髭釜町 1 17，700 M 3 20，300 

2 7，650 " 仲町 2 4，600 
" 3 7，800 

" 3 13，900 
" 4 14，200 H 4 11，∞o 
" 5 11，700 金沢町 2 11，000 
M 6 13，200 

" 4 10，5∞ " 7 10，700 
" 5 9，900 " 8 14，000 
祝町 l 23，∞o " 9 11 ，300 
" 2区の 1 11，100 " 10区の1 15，000 
" 2'区の2 13，200 "10区の2 29，300 
" 3 7，700 か 11区の l 21，500 
" 4 15，200 か 11区の2 19，600 
M 5 15，200 

寺釜llIT 1 9，500 
松ケ丘 1 12，300 

" 2 9，900 
" 2 11，000 " 3 7，800 通田T 1 4，700 

" 4 5，400 
" 2 11，950 M 5 7，200 
" 3 10，200 " 6 8，400 
新田Tl区の1 5，500 " 7 8，500 
" 1区の2 3，200 d砂 8 11 ，500 
" 2区の l 4，200 " 9 7，920 
" 2区の2 4，850 " 10 6，100 
" 3区の2 9，900 M 11 13，500 

" 4 6，700 " 12 2，500 
E か 5区の 1 23，200 舟渡 1 7，400 
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十
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日
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が
、
そ
の
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E~方

に
つ
い
ず
ほ
次
回
前
報
に
掲
載
し
ま
す

の
で
と
了
承
下
さ
い
。
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